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2020年10月より遠野市地域おこし協力隊着任
ミッションは観光と物産の振興



着任してから

半年ほど経って感じたこと。



地域おこしをするためには

地域で暮らす方々ともっと

顔見知りになる必要がある



地域の方と一緒に楽しめる

イベントをやって

顔見知り人口を増やそう！



こども本の森遠野が

2021年7月オープン



こども本の森遠野とは

建築家の安藤忠雄氏が遠野市へ
寄贈した本の施設。

「東北復興のシンボルは子どもたち
の未来でもあり、そのためには本と
読書が大切」が理念。

現在は遠野市や近隣エリアをはじ
めに県内、県外からも多くの方が来
館し賑わっている。



新しく誕生したこども本の森遠野で

地域で暮らす方々と楽しめる

本に関するイベントをやろう！



そこで２件企画



・ドイツから手製本を学ぶワークショップ

・生涯学習講座「朗読に触れる」



キーワードは出会い
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多くの出会いによって

温かなネットワークを

生み出すことが狙い。



ドイツから手製本を学ぶワークショップ



手製本を学ぶだけでなく

ドイツとオンラインで結び

違う世界のドアを開く。

↓

みんなで一緒に旅をする。

point





生涯学習講座「朗読に触れる」



朗読を学ぶだけでなく

一つの作品をみんなが

バトンを繋いで読む。

↓

参加者同士の出会い

繋がりが生まれる。

point





出会いを大切にする

私なりの取り組みとして



参加してくれた方一人ひとりに手書きのお礼状を渡す。



終わった後、この二つのイベントで

出会った方々から

また開催して欲しいなど

嬉しい声をたくさん頂けました。

中でも嬉しかったのは



このイベントのおかげで

古い友人と偶然再会できました。



今回のイベントで得たこと

・オンラインはイベントでかなり使える。

・多くの方と顔見知りになれたこと。



地域おこし協力隊として

活動の幅が広がった。



最後に

出会いの種をまき

ネットワークの芽に水をやり

地域おこしの花を咲かせるよう

今後も努めていきたい。



ありがとうございました。


